
第
１
２
５
回
拡
大
地
方
委
員
会
が
２

月
23
日
（
土
）
13
時
か
ら
開
会
さ
れ
ま

し
た
。

藤
井
副
委
員
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で

ス
タ
ー
ト
、
13
時
現
在
、
委
員
は
11
名

中
10
名
の
出
席
を
確
認
し
拡
大
地
方
委

員
会
が
成
立
し
た
こ
と
が
宣
言
さ
れ
ま

し
た
。

議
長
に
酒
井
委
員

議
長
は
直
江
津
地
域
分
会
の
酒
井
委

員
を
選
出
し
ま
し
た
。

酒
井
委
員
は
あ
い
さ
つ
で
「
今
冬
は

異
常
暖
冬
だ
。
昨
年
の
４
４
４
Ｍ
か
ら

考
え
る
と
別
世
界
だ
と
感
じ
る
。
東
労

組
の
瓦
解
以
降
、
職
場
の
専
制
支
配
が

進
ん
で
い
る
。
国
労
に
は
締
め
付
け
は

無
い
が
未
加
入
者
へ
の
締
め
付
け
が
強

く
な
っ
た
。
職
場
環
境
が
悪
く
な
っ
て

い
る
。
委
員
会
で
職
場
の
問
題
点
な
ど

発
言
を
活
発
に
お
願
い
し
た
い
」
と
あ

り
ま
し
た
。

加
藤
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、
東
日
本

本
部
か
ら
矢
部
副
委
員
長
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
福
冨
書
記
長
か
ら
方
針
提

起
が
あ
り
、
全
体
討
論
に
移
り
ま
し
た
。

○
今
回
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
ま
だ
始
ま
っ

て
い
な
い
の
で
状
況
に
つ
い
て
ま
だ
見

て
い
な
い
。
今
冬
は
、
投
排
雪
車
２
回
、

モ
ー
タ
ー
カ
ー
２
回
出
動
し
た
。
機
械

グ
ル
ー
プ
は
、
８
名
中
２
名
退
職
、
直

江
津
へ
２
名
冬
期
な
ど
あ
り
十
分
な
除

雪
体
制
が
取
れ
な
い
。

●
社
会
人
採
用
は
ほ
と
ん
ど
は
新
潟
か

ら
酒
田
に
来
て
い
る
・
結
婚
し
て
い
る
。

代
用
証
の
支
給
が
な
い
。
代
用
証
の
支

給
を
。

○
と
ら
ん
丸
は
一
回
も
使
っ
て
い
な
い
。

現
場
ま
で
輸
送
し
踏
み
切
り
で
、
さ
い

線
す
る
。
し
か
し
準
備
に
時
間
が
か
か

る
。
１
台
６
０
０
万
円
、
形
だ
け
の
対

策
で
は
な
い
か
。
せ
い
ぜ
い
、
駐
車
場

の
除
雪
程
度
く
ら
い
で
は
な
い
か
。

●
工
務
で
は
委
託
が
進
ん
で
い
る
。
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
に
よ
っ
て
線
路
巡

回
が
延
期
に
。
２
月
、
線
路
故
障
が
多

く
発
生
し
て
い
る
。

○
エ
ル
ダ
ー
制
度
に
つ
い
て
、
年
齢
に

見
合
っ
た
出
向
先
を
あ
っ
せ
ん
す
べ
き

だ
。
セ
コ
ム
上
信
越
は
厳
し
い
労
働
条

件
に
な
っ
て
い
る
。

●
職
場
の
設
備
機
械
や
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー

な
ど
古
く
な
っ
て
使
い
に
く
く
な
っ
て

い
る
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
会
社

は
金
が
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

○
出
向
先
の
労
働
条
件
が
極
め
て
悪
い
。

全
体
的
に
要
員
が
足
り
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。
契
約
社
員
の
年
収
は
２
０

０
万
円
く
ら
い
だ
。

「国鉄新潟」 国鉄労働組合新潟地方本部 新潟市秋葉区善道町１－１－１ 0250ー24－8336 2019年 3月19日

ＮＯ。９７０

発 行

２０１９年

３月１９日

国鉄労働組合

新潟地方本部

発行責任者

加藤 秀夫

編集責任者

教 宣 部

国
鉄
新
潟

○国労の課題と方向性について、今も厳しい

状況だ。組織拡大につきる。

組織を増やすことが大きな問題解決だ。組

織拡大は難しいが何もしないではいられない。

ひとつひとつやっていく。会社の中で変革

していく。その積み重ねが組織拡大につながっ

ていく。

拡大委員会で意見、要望など発言していた

だいて、そのことによって前進していくと思

う。



○
エ
ル
ダ
ー
に
つ
い
て
・
職
場
で
は
３
名

の
う
ち
２
名
は
本
体
エ
ル
ダ
ー
で
１
名
は

清
掃
関
係
。
新
津
の
Ｎ
Ｔ
Ｓ
は
１
名
も
採

用
し
な
か
っ
た
。
JR
か
ら
の
出
向
は
賃
金

が
高
い
か
ら
採
用
し
な
い
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
求
人
を
出
し
て
い
る
。

●
ト
キ
鉄
に
出
向
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｓ
に

行
き
た
い
と
言
っ
て
い
る
が
駄
目
だ
。
長

岡
運
輸
区
で
女
性
の
時
短
行
路
。

○
ト
キ
鉄
に
出
向
〜
年
休
の
取
得
が
出
来

ず
流
し
て
い
る
。
契
約
社
員
４
年
目
・
２

名
は
延
長
し
な
い
で
辞
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。

○
乗
務
員
は
募
集
す
る
が
駅
員
は
集
ま
ら

な
い
。
会
社
が
軌
道
に
乗
っ
て
い
な
い
と

思
う
。
若
い
人
が
ド
ン
ド
ン
辞
め
る
時
期

が
あ
っ
た
が
今
は
無
い
。
二
本
木
駅
は
無

人
化
に
な
る
予
定
。

●
エ
ル
ダ
ー
４
名
〜
そ
の
う
ち
３
名
が
本

体
エ
ル
ダ
ー
で
１
名
は
ト
キ
鉄
へ
。
運
適

医
適
に
落
ち
た
ら
転
勤
が
あ
る
と
言
わ
れ

た
。

●
セ
コ
ム
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ッ
ク
出
向
〜
60
歳

以
上
の
出
向
者
は
勤
め
ら
れ
な
い
場
合
は

辞
め
る
し
か
な
い
環
境
だ
。
見
習
い
を
２

週
間
く
ら
い
や
っ
て
辞
め
る
人
も
い
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
で
警
備
員
の

要
員
が
足
り
ず
人
手
不
足
状
態
だ
。
月
40

時
間
の
超
勤
が
発
生
し
て
い
る
。
最
高
は

70
時
間
だ
。

職
場
の
問
題
点
な
ど
、
活
発
な
発
言
が

あ
り
予
定
し
て
い
た
時
間
を
越
え
て
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

出
向
先
の
労
働
条
件
や
安
全
問
題
な
ど

出
さ
れ
、
特
に
関
連
会
社
の
厳
し
い
労
働

条
件
や
職
場
環
境
の
問
題
点
が
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
最
重
要
課
題
で
あ
る
組
織
拡
大

に
つ
い
て
の
発
言
が
少
な
か
っ
た
で
す
が

ひ
と
り
ひ
と
り
が
一
歩
前
に
出
る
取
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

委
員
会
は
そ
の
後
、
書
記
長
集
約
、
委

員
会
宣
言
が
あ
り
最
後
に
加
藤
委
員
長
の

団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
、
さ
ら
に
団
結
を
深

め
ま
し
た
。

▼
安
全
問
題
〜
新
潟
駅
の
高
架
化
に
伴
っ

て
２
番
線
か
ら
お
客
さ
ま
の
転
落
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
７
月
と
10
月
の
２
回
発

生
し
て
い
ま
す
。
工
事
完
了
が
２
０
２
１

年
。
ま
だ
２
年
あ
り
ま
す
。

▼
３
月
10
日
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
参
議

院
の
山
添
議
員
が
新
潟
駅
の
調
査
に
急
遽

入
り
ま
し
た
。
12
時
35
分
か
ら
約
40
分
間

で
し
た
。
こ
の
日
は
、
建
交
労
・
冨
井
書

記
長
と
国
労
か
ら
藤
井
副
委
員
長
が
一
緒

に
調
査
同
行
し
ま
し
た
。

▼
駅
の
入
り
口
か
ら
ホ
ー
ム
ま
で
の
通
路

そ
し
て
階
段
、
２
番
線
ホ
ー
ム
の
実
態
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。
保
安
要
員
が
い

な
い
こ
と
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
が
無
い
な
ど
、
山
添
議
員
に
説
明
、

２
年
間
こ
の
状
態
が
つ
づ
く
こ
と
に
つ
い

て
大
き
な
危
機
感
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
国
会
の
中
で
指
摘
し
た
い
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
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○国労東日本本部・矢部副委員長からあいさつがあり

ました。

ＪＲ東日本は社員の６割から７割が未加入になって

いる。会社はその社員優先の労務政策を考えている。

組織拡大が前進していれば財政も改善する。拡大状

況をホームページにさまざまな情報を載せている。

今年の日程～４月２２日まで学園研修・４月２３日

から現場配属。グループ変革２０２７は各系統で合理

化施策が実施される。その施策について検証する。

再雇用制度について～貨物は４月から新人事制度が

実施する。東日本は新しいエルダー制度が導入される。


